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１語源的には、中世12世紀に現れた「動物についての物語・伝説集」の意。ラテン語 
bestia から派生した。「動物誌」はfauneで、ラテン語faunusから。「牧神」の意味での初
出は1372年だが、「動物誌」の意味では1783年に生物分類にリンネが使用。一般的に「動
物」をあらわすanimalは同じくラテン語起源だが16世紀以前には珍しい。
ジャン・ジオノの『動物寓話集』
梅比良 　眞　史
０．はじめに
　ジャン・ジオノ（Jean Giono, 1895-1970）の『動物寓話集』Le bestiaire １はアリストテ
レスの『動物誌』やビュフォン（Géorges-Louis Leclerc ［Comte de］ Buffon, 1707-1788）の『博
物誌』Histoire naturelle, générale et particulière, 1749-78と違うジャンルに属することは言
うまでもない。もちろんバルザック（Balzac, 1799-1850）の『動物の私的公的生活情景』
Scènes de la vie privée et publique des animaux,1842のような風刺画とも違う。
　1950年代のジオノといえば、第二次世界大戦に翻弄されたのちに、1947年にいわ
ばメタフィクションの『ノア』Noë、年代記的小説『気晴らしのない王様』Un roi 
sans divertissement、つづいて『強靱なる魂』Les Âmes fortes, 1949、『街道』Les Grands 
Chemins, 1951、『屋根の上の軽騎兵』Le Hussard sur le toit,　1951、そして『ポーランド
の風車』Moulin de Pologne, 1952と小説を書き続けた。さらに多くの作品の構想をもち、
同時進行的に断片を書き始めていた。特にこの時期、『狂おしい幸福』Le Bonheur fou, 
1957の執筆に倦んで、バランスを取るように書いたのがこの『動物寓話集』であると
いわれている。
　しかしこの寓話集が単なる気晴らしのためのものでないことは、いくつかの版が出版
されていることからも分かる。ジオノがロマン（長編小説）を紡ぎ出す作家であるこ
とは間違いがない。しかし、その周縁に位置する短編やエッセー、あるいは詩が、長
編小説に奉仕するための材料となるものにとどまらないことにも注意したい。
　とはいえ、この奇想、幻想の動物誌は、それに付随する引用句集から見ても、作家
の読書歴の反映であることもまた確かで、ここに小説の萌芽を見ることもできる。
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１．成立過程と構成
　まず公表された短編を網羅して、ラムゼー社２から出版された単行本に含まれる19の
短編を以下に示す。１～12の短編には Marginalia３と称された引用句集が付されている。
１　『タバコ種虫』　Le Grain de tabac
２　『ジェヴォーダンの怪獣』　La Bête du Gévaudan
３　『魚』　Le Poisson
４　『カンタリド』　La Cantharide
５　『妄獣』　La Bestiasse
６　『藁の馬』　La Cheval de Paille
７　『熊』　L’Ours
８　『蛇』　Le Serpent
９　『火トカゲ』　La Salamandre
10　『虎』　Le Tigre
11　『ヴェローナの夜鷹』　Les Engoulevents de Vérone
12　『蜘蛛』　L’Araignée
13　『ビストロ馬神』　Le Cheval-bistrot
14　『ベアー』　The Bear
15　『エメラルドハナムグリ』　L’Émeraudine
16　『シリガル虫』　La Pouffiasse
17　『ミニュス』　Le Minus
18　『ブタサバ』　Le Verrat-maquereau
19　『青い鳥』　L’Oiseau-bleu
２Editions Ramsay  / de Cortanze, Paris, 1991.
３この標題はもちろんラテン語由来の「欄外の書込、傍注」である。スタンダール
を高く評価していたジオノの蔵書にあったDivan 判スタンダール全集の一巻がこの
Marginalia のタイトルをもっていた。しかしこれは後述するように、ジオノの引用文が
創作であれ原典を示す体裁をしていたのに対し、スタンダール全集のほうは読んだ本の
余白の書込を収めたものになっている。
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　各短編の初出は以下の雑誌と単行本であり、このラムゼー版は19篇をその出版の年代
順に配置している４。単行本ではいくつかの短編が組み合わされており、ジオノ自身は
全体を Bestiaire と名付け、Marginaliaのない13～19を Petit Bestiaire と呼んで区別する。
各短編の初出と出版年代は以下のとおりである。
　この最後のAnimalités『動物界』はJean Lurçatの挿絵付きで、あらたに短編７編（13～
19）が加えられる。そしてその巻頭の序言でジオノは科学の発展に当惑させられる世界
を動物寓話のかたちをかりて描くのだと言う。
　科学（いまがその時代であることについては議論の余地はない）が世界から幻影を取り
去ることはない。その反対だ。ただその熱狂から醒めているのは、凡庸な人間と当事者の
科学者だけだ。先へ先へと進む者は、もうこれ以上制御できない公式をきっかけとして、
突然幻影の中に落ち込む。幾千もの公式が、「ブルバキ団」や「不思議の国のアリス」たち
の中に消えていく。大いなる仕掛けについては語るまい。そこではギガだのメガだの、テ
ラだのの数字は当然のごとくオデュッセイアーの調子を持つか、あるいは老子の表意文字
の世界がひろがるか。はたまた孤独を紛らわすため、月を狙う大天使の弾道なども語るま
い。地上にはいつくばっていよう。いずれにせよ、そうせざるを得ないのだから。例えば、
La Parisienne, novembre 1956 1 2
L’Arc, Aix-en-Provence, n°1, janvier 1958 3 4 5
NRF, n°62, 1er fevrier 1958 1 6 7
NRF, n°63, 1er mars 1958 8 9 10
NRF, n°69, 1er séptembre 1958 2 11
Ménagerie énigmatique 19615 6 11 1 7 3 5 12
Animalités 1965 9 8 4 10 13 14
15 16 17 18 19
４プレイヤッド版では、1-6-7-8-9-10-2-11-4-3-5-12-13-14-15-16-17-18-19　の配置がなさ
れている。残されたタイプ原稿から順序づけたものではあるが、その根拠は曖昧である。
それぞれの短編の書かれた年代を確定するのは、出版社に渡したタイプ原稿と僅かな手
書き原稿しか残されていないので、非常に困難である。
５この『謎の小動物園』は挿絵入りの豪華本で、冒頭には詩文 Dieu dit...　が置かれてい
る。それに続く６篇は既出だが、あらたにL’Araignéeが付け加えられた。
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文明科学の利器は、大山猫のごとく辛抱強く、目には見えないが現実の植物の動きをわれ
われに再現してくれる。ともあれヒルガオの巻きひげやインゲンの芽、ツタの動きを見て、
新たな恐怖に身も凍てつかない者があろうか。思ってもいなかった怪物とともに生きてき
たのだ。ここで問題にしているのは同じ種類の装置なのだ。
　このように、この『動物寓話集』は、それまでのいわば実際の羊や馬、鹿やロバ、鳥
や昆虫を登場させる「田園作家」のイメージを覆し、新たなジオノを見せるかのような
短編集ではあるが、「作家はすべて嘘つきである」と読者を煙に巻くジオノにとっては
至極当然の作品なのかもしれない。
２．作品分析
　つづいて所収作品のそれぞれを、対象動物、語り手を軸にその内容を表にして全体像
を概観したい。項目は、題名、舞台となった場所・対象動物・作者の作品への介入・引
用文の数・特記事項を配した。
Titre lieu animal auteur Marginalia note
1 『タバコ種虫』
Le Grain de tabac
世界中どこに
でも
架空の微生物（科学
の精？）
－ 11 1956.5.20の日
付あり
2 『ジェヴォーダンの
怪獣』
La Bête du Gévaudan
Fの町
（Florac?）
ホテルの給仕係（タ
イトルはジェボーダ
ン地方に18世紀に出
現した人食い怪獣に
由来）
主人公  9 怪獣は登場せ
ず
3 『サカナ』
Le Poisson
世界中の海の
なか
深海
「サカナ」という名
の魚
パリのレ
ストラン
に登場
12 魚類名の羅列
4 『カンタリド』
La Cantharide
標高800メー
トル以上の高
地
架空の昆虫（庶民の
小さな幸せ、それは
近代的な容れ物では
保存できない）
－ 14 諺の羅列ベ
ケット風
5 『妄獣』
La Bestiasse
世界中どこに
でも
空想の動物（人間が
科学に求める姿？）
－ 14 数字遊び
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6 『藁の馬』　
Le Cheval de Paille
シエナ 馬（老子の「藁の犬」
のもじり）
友人との
話
14 動物名と職業
名の羅列
7 『熊』
L’Ours
世界中どこに
でも
熊（鈍重だが巨大な
力がある、たとえば
国家権力あるいは軍
事力の象徴か？）
14 名文句の羅列
8 『蛇』
Le Serpent
世界中どこに
でも
「ヘビ」という名の
蛇（人間の一部、属
性を表す）
部分的に
私がベル
リンに
13 空想動物園
9 『火トカゲ』
La Salamandre
消防士の話は
場所不明
空想の火トカゲ（消
防士とつながるのは
「火」だけ
石工で消
防隊員の
友人とし
て登場
14 解剖学的記述
10 『虎』
Le Tigre
電気工の話は
場所不明
アルチンボルド風に
描かれた虎（そこで
は様々な人やものが
モザイク模様をつく
る）
主人公は
私の家に
来る電気
工
14 都市建造物の
羅列
11 『ヴェローナの夜
鷹』
Les Engoulevents de 
Vérone
ヴェローナ 夜鷹（世を欺く姿の
人間の比喩か？）
主人公 11 風景描写は写
実風
12 『蜘蛛』
L’Araignée
刑務所 蜘蛛（囚人の友人、
精神性のみで生きて
いる）
－ 11 刑務所の写実
的描写
13 『ビストロ馬神』　
Le Cheval-bistrot
城塞都市（シ
エナ？）の教
会
馬（「藁の馬」の詳述）－ － 動物名の羅列
14 『ベアー』
The Bear
世界中どこに
でも
ベアーと英語で呼ば
れる熊（連合軍を揶
揄したもの？）
－ － 言語名と身体
部分の羅列
15 『エメラルドハナ
ムグリ』
L’Émeraudine
世界中どこに
でも
刑務所にも
架空の蜘蛛（食用、
囚人の友人という点
は「蜘蛛」と同じ）
－ － araignéの異義
「経緯度測定
器」「地下通
路」について
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　このようにジオノが取り上げる動物は現実の姿をほとんど留めない。比喩という意味
ではなく主人公は人間なのだ。そして書物という言葉の海からすくい上げた言葉のイ
メージが次々と描かれている。
　さらにそのことを証明するのが、上記前半の12篇に付随する Marginalia の内容である。
そのほとんどの引用は虚構と言っていい。たとえば『たばこ種虫』のMarginaliaの冒頭
の引用は、Cornuel という執事の回想録が引用元と記されているが、実は同じCornuel で
も、Mme Cornuel の箴言である６。
　また、全て架空の引用もある。『聖杯伝説』のどこにも存在しない詩句が「藁の馬」
のMarginalia に見られる７。 
　そしてさらに、Gide なる人物も登場する。
　シャロン（ドローム県）の旧司祭館から偽札づくりの物的証拠を発見。そこに住んでい
たジードを手配。［共和歴８年、風月、22日］
　ジードを他の共犯の一人とともに逮捕、ロマン（ドローム県）で収監。［共和歴８年、雪月、
22日］
16 『シリガル虫』
La Pouffiasse
世界中どこに
でも
バハマ諸島、
ロシア、アマ
ゾンにも
架空の虫（言葉で人
を操る女性の比喩
か？）
－ － 偽の旅行記
17『ミニュス』　
Le Minus
大都市圏 架空の微生物（あら
ゆるものを蝕む文明
の比喩か？）
－ － 偽の観察記録
18『ブタサバ』　
Le Verrat-maquereau
マルチニッ
ク、モーリ
シャスの深海
ブタサバ（神話風の
深海の魚の王）
－ － 魚類名の羅列
19『青い鳥』　
L’Oiseau-bleu
世界各国 青い鳥（人間のはか
ない期待が作り出す
架空の鳥？）
－ － 地理の教科書
風記述
６Jean Giono, Journal poèmes essais, Gallimard, coll. ≪ La Pléiade ≫, 1995, P.1464.
７Ibid., p.1467.
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　との引用がなされ、読者は当然作り話だと判断する。ところがこの出典 Billets 
quotidiens addressés par Fouché à l’Empereur
 は第一帝政の秘密警察の報告書に存在し、内
容は正確である。しかし日付は、風月が雪月に改竄され、なおかつ雪月は第四月、風月
は第六月なので時間の流れを逆にしている。ただ写しているわけではない８。
　さらにあの『動物誌』のビュフォンも登場させるが、この引用もビュフォンをまねて
書かれているものの、その内容は虚構である（「ヴェローナのヨーロッパ夜鷹」）。しか
し単なる作り話ではなく、ビュフォンなら書くであろう文体の練習、パスティーシュな
のだ。
　このように内容が正確でも、出典が違うとか、全く存在しない人物とか、すべてはジ
オノの読書歴と想像力で作られた引用集 Marginalia ではあるが、「蛇」に付された引用
集は珍しく真正なものが続く。出典の作者は、バルザック、モンテスキュー、マリヴォー、
ユーゴー、ディケンズ、ゲーテ、ヴィニー、プルースト、スタンダールと続く。これは
愛読する作家たちへのオマージュなのだろう。
３．虚構の構造
　このように『動物寓話集』を眺めると見えてくる構造が確認できる。
　この19のテキストの唯一の共通点は動物を扱っていることだ。しかしそれは読者が知ら
ない（無知だから知らないのではなく、創作上の動物だから）か、あるいはその名前は知っ
ていても、中身は何の共通点もないかだ９。
 
　すなわち、イソップやラ・フォンテーヌの動物寓話詩とは似て非なるものである。そ
して Marginalia といえば、
　もしジオノの欺瞞があるとすれば、作者か作品、テキストの内容か。そのうちの二つか。
三つか10。
８Iibid., p.1465.
９Henri Godard, Préface du Bestiaire, P.10.
10Jean Giono, Journal poèmes essais, Gallimard, coll. ≪ La Pléiade ≫,  P.1455. ( Pierre Citron, 
Notice)
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　『動物寓話集』で、ジオノはさらに大いに楽しむため、彼の言う「叙情的なイロニーを帯
びたテキスト」のそれぞれに、10個の引用Marginaliaのシリーズをつけた。そしてそれは本
文と何の関係もない。創作された引用、それも実在の、あるいは架空の作者からの引用であり、
ジオノは後の1961年版では、このMarginaliaは創作だが、それぞれの本文ごとに一つは本物だ、
と言うことになるが、それすらも彼の作り話だ、たぶん11。
　かつて第二次世界大戦以前にもジオノは、自らの創作の世界を「想像の南フランス」
と言い、地名・登場人物・時代などをたくみにすり替え、単なる田園牧歌の世界にはし
なかった。大戦後は絶えずテキストの内実をずらしていく創作技法によって、作家のイ
メージを固定化しようとする読者の手をジオノはすり抜けていく。
４．おわりに
　ジオノのヨーロッパ版「虚実皮膜論」は文学にとって当たり前といえば当たり前であ
ろう。それなのに読者がジオノに魅力を感じるのは、作者が、蓄積された言葉からどの
ように作品を作り上げるのかを眼のあたりにし、その錬金術と出来上がった作品の出来
映えに驚かされるからであろう。ジオノの小説作品のなかの事物はもちろんのこと、し
ばしばエピグラフも創作である。読者たる私たちは私たちの言葉について試されている。
　彼は好んで想像の文学（史）を作りたがる12。
11Pierre Citron, Giono, Seuil, 1990, p.500.
12Jean Giono, Journal poèmes essais, Gallimard, coll. ≪ La Pléiade ≫,  P.1456. ( Pierre Citron, 
Notice ) この引用は真正である。
